




On the Properties of Tracking Resistance. 
Tadao IKEJIRI 
Surface electrical breakdown of insulating materials which are wet or dirty on the surface， 
are quite important from the standpoint of practical use， and in these case， the tracking 
resistance for the materials is not necessarilly proportional to arc resistance. In accordance， 
different test method in requiring the arc resistance must be adopted. To settle these pro-
blem， in the present paper， the previous methods are described and the new one is proposed. 
Next， the characteristics of these method were also compared with and the foundamental 





があるD この点については， ドイツ等に於てかなり研究がすすめられ， DIN試案として試験法が
提案せられ125M6U 又米国に於ても TrackingVoltage Test (with chisel type Electrodes)， Dust 




塵壊を併用し，劣化をエロージョン， トラッキシグの生成等で判定する Dustand Fog Test等であ
るo
以上の様l乙耐トラッキング性の問題~[関しては一応の研究考察は試みられているが，試験に多く













( i )ネカーノレ滴下法(i )ネカーノレ浸漬法 (ii)蒸気法等があり， 後者の AdmiraltyTest， 


































































第 4・1図 (附率 180)
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枝状の分l技を生ずる乙ともある。とれは電極形状lζ関係しているものと思われる O 樹脂の種類によ
っても凹みの深さ，形状等が異り，泊i下H寺聞が長くなる と穴が生ずるようにもなる o 更に電極軸方


















o 4 6 }o 12 
滴 下数
況を察知する乙とができる。i，'o乙の時の電圧波形を示すと第 6図の通りで微小火花発生前後に於け
第 6 I玄| る波形の変動，滴下問|塙との関係等が明瞭に
l されている。更に リサージ2 図形より調べるハjyfv1YLA 計八 と， 第7図に於て絶縁抵抗の変化と共に(a)，





位分布を調べて見る と第9図のようにスパーク部分が高く ここで負担し即ち溶液部は抵抗とな り，
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乙れで電流を制限している O 従って印加電fI:を大と しても温度上昇，~_Yt損等は余り変らない。
2-3 耐トラッキング性に影響する諸因子
木実験に影響する諸国二!ことしては印川l電圧の波形及び大きさ，電極形状，電角lt被の種類及び濃度




流，交流の場合について印加電圧約 250---420V及び 1500---3300Vの範囲で実験を行った。 (第10
耐トラツキンク下生について 141 
?f:; 10・1図 スライダツクのよみの 100Vが380Vに
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NaCl 0.1 %， d=8 mm 
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10 ;;0 ~o ~・ 60 11. 
1~S 1 表
I D. 1. N. 一一一一竺ア竺空ljング摘出I  I 本法 I;d~t;~tt;'-'te~t I Cw.woebcken) 
1. 5x5xO. 3 電持尖端は | 1cm 巾 .L.V ^  V ^  V. OJ O. 4"Dia円 i
| LU( 周上にある | 
l電極尖端角度 1 1 r=0.5mi wi中求電極|
||0.1" Dia I 
18~20 19~23 17~22 17~20 
150以上 I 200以上 200以上 200以上
1-5 1...5 5 3-4 



































10 30 4-0 5'0 .2'0 601. 
d 5 mm 
V = 380V 





























d = 5mm 





る白すなわち，アクリノレ樹脂では NH4Clの場合尿素樹脂と殆んど同様のエロージヨ y を生ずるが
Na2S04， NaClの場合は，尿素樹脂よりもエロージョンの程度は極めて少くなり又塩化ビニーノレ，
酷酸ビニーノレ等では水道水使用の場合NaCl，Na2S04の場合よりも数段大きい侵蝕をうけるo 又濃






























































NH4Cl 溶液 3396 
(NH4Cl O. 033 %) 



















モノゲン溶液 67 % 
(モノゲン 0.33%) 
i 滴 下数
I lOt)>間隔 20秒!同隔 30秒間隔 I 40秒間隔
l8M|5』 771 …62 約 55
3 3 3 2 











勢 58 10 
2-3-8 J、主 ク ライト 3-6 2-3 2-3 
# ビニールテープは透明なものである 普以外は青色
NH4Cl 溶液 67% 
(NH4Cl O. 067労)
日式 車↓
モノゲン溶液 33 % 
(モノゲン 0.17 %) 
滴下数
l 岬 1H隔 i 仰 l間隔 I 30秒間隔 I 40秒間隔
16 




塩 イ七 ピ 一 一 lレ 3 3 3-9 2 
西昔 酸 ビ 一 一 ノレ 27 21 18 19 
ビニールテープ8枚ボール紙上 74 48 34 21 
〆'/ 8枚ガラス板上 務138以上 60 59 普67
ブラックテープ 8 枚 100以上
ア ク ノレ 100 11 
J丸、 ク フ イ ト 2 1 2 3 






















































たもので硬化剤の 節 4 表
組成等を第4表に ー ----------------~~ 
R-I0 I Enon 828 示す口又第17• 21 一一__~! ~.t'-.. ---
図より第17・26図 H-90 I aromatic aminで之にlリ塑舟IJTriphenyl phoshateが若干配合されている
迄のものはワニス H-95 aromatic amineで他に可撞性附与斉IJの性質を有する硬化剤を含む
に関するものであ H-84 I amine adduct 
るO
H-81 I 同上
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第17・6図A.C. 400 V 
NH4Cl (0.1 96)モノゲン (0.5箔)
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第17・15図 A.C.380 V 
0.24 r 
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耐トラッキング性について 149 
第 17・19図A.C. 400 V 第 17・20図A.C. 400 V 
NH4Cl (0.1局〉モノゲン (0.5必)
0¥:2 
0.10 t- 0.12 
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るものである。すなわち (a)汚損 (b)塩分 (c)蒸気や霧 (d)湿気の凝結 (e)局部的の高電位
傾度 (f)開閉時のアークの動作 (g)金属の凝結 (h)表面への吸湿(i )塩度上昇を通して発生










3. Dust and Fog Test， Salt Fog Testとその考察








ここで Dustand Fog TestとSaltFog Test について略述するつ

















y ド/inch2である。食塩水の濃度は海水の 3.7倍よりは大きい口海水は重量比 2.69%の NaCl



























一般に電極形状は平板になる程トラッキング生成の機会は大になる o 即ち，Improved Admiral ty 
Testの場合のように相対する而が広くなるからである。従って本試験に於ては針状電極，円板電
152 福井大学工学部研究報告第10巻第1・2号
第18・1図第18・3図 Dustand Salt Fog 
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Salt Fog 3300 V NaCI 4 % 
d=8 mm 
第18・4図 Dustand Fog 3300V 
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極等を避けて平行板電極及び円環電極の場合について行った。文電極に供試面接触部位を丸味の半




















第 19図 (x180) ?、
食品J 3 ~ぢ議 '1-' アクリル樹脂板上
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して， とのこ (Fe20 + Al203・2Si02・2H20)で一般のカオリンより 2"'"6 5ぢの Fe203を含む〉
粘土， 食塩等を選び paperは使用していないっ又合成珪酸アノレミニワム (A1203・3Si02)粘土，食
塩(又はKCl)その他明饗土，酢酸饗土，ピオトモサン，滑石，マグネゾーノレ，硫酸ノくリワム等と
粘土，食塩等を第5表のような組成で混合し汚損面とした。とのように組成を変えて行った時の耐
第 5表 重 量 比
lとの乙|粘 土(食塩|紙 |計 五時|同 酷酸 |ピオト|滑石 !マアパ
25 15 100 li-ウl 馨土 モサン ゾーノレリウム
2 I 70 25 5 
{;1
4
0 86 86 86 86 86 I 863 60 15 25 4 70 15 15 〆/ ( i )24 86 I 86 
5 60 5 35 
9 70 5 25 
7 70 10 20 
8 80 10 10 1/ 
9 80 5 15 1/ 25| 


































場合に於けるトラッキング生成機構の相違によるものと考えられる口 (乙のような例は Dustand 





の如くで Dustand Fog Test， Salt Fog Test， ASTM Testに於ける試験結果も併記しであるD
次l乙7K霧中に於ける試験も試みた口噴霧方法としては一般に次の三つの方法が考えられる o (i) 
噴霧器で細い霧を作る方法， (ii)加熱蒸気を発生せしめる方法， (ii)サンプノレを冷却して露点以







































(1) R. Vieweg und H. Klingelh訂fer Kunststoffe vereinigt mit Kunststoffe.Technikund-Anwendung. 
33. Jahrgang Juli Heft 7 1943 
(2) W. Hopp E. T. Z. 59 Jahrg Heft 17， 28 April 1938 
(3) K. Schumacher E. T. Z. 76 Jahrg Heft 11 1 Juli 1955 
(4) W. Knappe: E. T. Z. 72 Jahrg Heft 8， 15 April 1951 
(5) E. Wandeberg Kunststoffe Bd. 43 Heft 7 1953 
(6) E. Wandeberg Kunststoffe Bd. 41 Heft 11 1951 
( 7) K. Nerz Kunststoffe Bd. 28 Heft 4 1938 
(8) H. Suhr Kunststoffe Bd. 44 Heft 11 1954 
(9) R. Vfeweg und H. Klingelhoffer E. T. Z 63 Jahrg Heft 19，20，21 May 1942 
(10) W. Woebcken Kunststoffe Bd. 42 Heft 9 1952 
(11) E. Berg Kunststoffe Bd. 42 Heft 9 1952 
158 福井大学工学部研究報告第10巻第ト2号
(12) G， Pfesforf und E， F， Richter: Kunststoffe Bd， 33 Heft 1943 Referiert Kunststoffe-Techn， Bd. 
12 (1942) S. 1/11 
(13) E， F， Richter Kunststoffe Bd， 34 Heft 6/7 1944 
(14) R. Vieweg und H. Klingelhoffer Kunststoffe Br， 31 Heft 2 1941 
(15) R. A. Pfuntner R. S， Norman R. W， Wilterdink T， A. 1， E. E， December 1955 
(16) G， Pfestorf und W， Hetzel E， T， Z， 59 Jahrg， Heft 33 August 1938 
(17) W. Krassowsky E. T， Z， 61 Jahrg Heft 20 16， May 1940 
(18) W. Clausnitzer und V， Siegel E， T， Z. -A Bd. 79. Heft 5， 13. 1958 
(19) E. T. Z. 64 Jahrg， Heft 23/24 17 Juli 1943 Zn den Begriffen Kriechs trom und Kriechweg. 
(20) W. Clauf3nitzer und V， Siegel Kunststoffe Bd. 48 Heft 7 1958 
(21) R. S. Norman A. A. Kessel T， A. 1. E， E， August 1958 
(22) H. Franken: E. T. Z. 72 Jahrgang Heft 5 1 Marz 1951 
(23) W. Hopp: E， T. Z. 63 Jahrg Heft 7/8 26. Februar 1942 
(24) M.W. Alberight， W. T. S1arr T. A. 1， E. E. vol. 75 June 1956 (Part 1) 
(25) 放電ハンドブック電気学会 1958
(26) プラスチック加工技術便覧日刊工業新聞社
c:乏周年月日 昭和136年11月21日)
